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Ｈ
は
じ
め
に

済
生
学
舎
が
、
廃
校
直
前
に
は
、
「
学
内
改
革
」
を
終
え
て
、
官

立
並
の
教
育
が
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

長
年
、
舎
長
の
長
谷
川
泰
は
、
文
部
省
の
指
導
の
下
で
、
私
立

の
単
科
医
科
大
学
の
設
立
を
夢
見
て
い
た
。

そ
れ
等
を
裏
付
け
る
貴
重
な
資
料
を
、
今
回
弘
前
大
学
医
学
部

の
麻
酔
科
教
授
松
木
明
知
先
生
よ
り
、
大
学
に
寄
贈
し
て
い
た
だ

い
た
の
で
報
告
す
る
。

松
木
先
生
の
祖
父
「
広
田
守
医
師
」
は
、
明
治
十
年
四
月
二
十

二
日
に
、
福
井
県
大
野
郡
上
庄
村
の
広
田
甚
ヱ
門
の
四
男
と
し
て

生
れ
た
。

明
治
二
十
六
年
に
福
井
県
立
福
井
尋
常
中
学
二
年
を
修
了
後
、

明
治
三
十
二
年
十
月
に
、
東
京
医
学
専
門
学
校
・
済
生
学
舎
に
入
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済
生
学
舎
廃
校
直
前
の
「
学
内
改
革
」
の

資
料
に
つ
い
て

唐
沢
信
安

学
し
た
。
三
年
後
の
明
治
三
十
五
年
五
月
に
医
術
開
業
試
験
の
後

期
試
験
に
合
格
さ
れ
た
方
で
、
そ
の
間
、
済
生
学
舎
の
「
顕
微
鏡

実
地
演
習
・
外
科
実
地
演
習
」
に
も
参
加
し
、
六
ヶ
月
間
の
実
習

を
受
け
て
い
る
。

そ
の
寄
贈
品
の
量
は
、
過
去
最
大
の
も
の
で
、
明
治
三
十
二
年

よ
り
三
十
五
年
迄
の
済
生
学
舎
の
「
学
則
改
正
害
」
「
学
内
試
験
心

得
」
「
講
義
筆
記
ノ
ー
ト
」
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
一
覧
表
」
「
学
内
卒
業

試
験
問
題
」
「
医
術
開
業
試
験
問
題
」
「
月
謝
・
教
科
書
代
金
・
生

活
費
・
睡
眠
時
間
表
等
の
記
録
簿
」
「
会
計
簿
」
「
写
真
」
等
多
数

の
品
々
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
遺
品
に
よ
り
、
済
生
学
舎
の
学
内
改

革
に
つ
い
て
調
査
し
た
の
で
報
告
す
る
。

口
済
生
学
舎
の
学
内
改
革

明
治
三
十
四
年
四
月
、
済
生
学
舎
で
は
、
従
来
の
教
育
方
針
を

廃
し
、
官
立
並
の
学
則
を
作
っ
た
。

㈲
先
ず
「
中
学
校
卒
業
」
以
上
の
学
力
の
あ
る
男
子
（
傍
点
加
筆
）

を
厳
重
な
入
学
試
験
の
上
採
用
し
た
。
（
こ
こ
で
明
治
十
七
年
以

来
、
女
子
学
生
の
医
学
教
育
を
行
い
、
約
百
名
の
女
医
を
養
成
し
て

来
た
が
、
風
紀
上
の
問
題
を
理
由
に
、
登
校
を
拒
絶
し
て
い
る
。
当

時
在
学
中
の
女
子
学
生
は
前
期
生
三
十
名
、
後
期
生
十
四
名
。
但
し
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一
説
に
は
計
七
十
名
で
あ
っ
た
と
も
伝
え
ら
れ
る
）

⑧
中
学
卒
業
の
入
学
生
を
「
本
科
生
」
と
称
し
、
そ
れ
以
外
の
学

生
を
「
別
科
生
」
と
し
在
学
年
限
を
、
従
来
の
三
年
制
か
ら
四

年
制
に
改
革
し
た
。

◎
各
学
年
の
進
級
試
験
・
卒
業
試
験
を
厳
し
く
し
た
。
学
習
は
朝

六
時
よ
り
十
二
時
迄
の
組
と
、
午
後
一
時
よ
り
七
時
迄
の
、
非

常
に
過
密
な
時
間
表
と
な
っ
て
い
る
。

○
そ
の
他
に
、
各
々
三
ヶ
月
の
「
顕
微
鏡
実
地
演
習
」
と
「
外
科

実
地
演
習
」
が
実
施
さ
れ
、
一
回
に
約
百
名
の
学
生
が
参
加

し
、
年
各
四
回
行
わ
れ
た
。

⑧
広
田
守
医
師
の
睡
眠
時
間
の
表
が
明
治
三
十
三
年
度
「
会
計

簿
」
の
一
頁
に
記
入
さ
れ
て
い
る
が
、
一
日
の
平
均
睡
眠
時
間

は
、
「
六
時
間
十
四
分
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。

⑧
学
内
の
卒
業
試
験
を
厳
し
く
し
、
合
格
者
の
み
を
医
術
開
業
試

験
に
臨
ま
せ
た
。

日
済
生
学
舎
の
卒
業
試
験
問
題

広
田
守
医
師
の
「
学
内
試
験
心
得
」
で
は
、
試
験
は
朝
六
時
に

は
か
ま

始
ま
り
、
受
験
者
は
洋
服
又
は
袴
を
着
用
す
べ
し
。
筆
記
は
日
本

筆
に
て
答
案
を
書
き
、
ペ
ン
又
は
鉛
筆
は
無
効
と
す
、
と
記
さ
れ

て
い
る
。

広
田
守
の
実
際
に
受
験
し
た
済
生
学
舎
の
卒
業
試
験
問
題
は
左

の
如
く
で
あ
る
。

（
内
科
学
）

第
一
問
外
傷
に
起
因
す
る
神
経
機
能
障
害
の
種
類
及
び
症
候
を

問
う
。

（
山
田
講
師
）

第
二
問
肺
気
腫
の
起
因
、
並
に
症
候
を
述
べ
よ
。

（
佐
々
木
講
師
）

第
三
問
急
性
腎
炎
の
原
因
症
候
、
予
後
、
療
法
。
（
馬
島
講
師
）

第
四
問
人
類
に
寄
生
す
る
総
虫
の
種
類
及
び
療
法

（
栗
本
講
師
）

第
五
間
急
性
膿
性
脳
膜
炎
の
症
候
及
び
其
結
核
性
脳
膜
炎
と
の

鑑
別
。
（
村
上
講
師
）

以
上
、
広
田
守
医
師
の
遺
品
の
中
か
ら
、
長
谷
川
泰
が
、
従
来

の
教
育
方
針
を
改
め
、
官
立
並
の
医
学
教
育
を
実
施
し
た
こ
と
を

報
告
す
る
こ
と
と
す
。

（
日
本
医
科
大
学
）


